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（仮称）第１６中学校新設計画（案）

１ 計画の経緯 

  沼ノ端中学校は、平成 18 年から生徒数の増加に対応するため、仮設校舎を設置して

いる。しかし、仮設校舎は一時的な対応として設置したが、生徒数は減少しておらず、

現在も使用している。さらに、沼ノ端中学校の生徒は国道 234 号線の跨線橋を活用し

て自転車通学しており、片側しか歩道がない危険な状況であることから、それらの問題

を解決するために、ウトナイ地区に（仮称）第16中学校を建設するための新設計画（案）

を策定した。 

２ 沼ノ端中学校の現状 

 （１）現在の規模（平成２８年５月１日現在） 

    生  徒  数       ５９４名 

    普 通 学 級 数       １７学級 

    教  室  数 

     普 通 教 室       １５教室 

     仮 設 教 室        ６教室 

（２）生徒数・学級数の経緯 

年度 生徒数 学級数 備考 

H１８ ５９５ １７ 仮設６教室設置 

H１９ ６１６ １８  

H２０ ６９０ ２０  

H２１ ５１８ １５ 青翔中学校開校 

H２２ ５５６ １６  

H２３ ５８２ １７  

H２４ ５９５ １７  

H２５ ６１６ １８  

H２６ ５９６ １７  

H２７ ６００ １７  

H２８ ５９４ １７  

    ※各年度の5月1日  
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（仮称）第１６中学校新設計画（案）

３ 生徒数の推移 

（１）現在の沼ノ端中学校校区の生徒数・学級数の将来推計（平成28年 5月 1日現在） 

年度 H２９ H３０ H３１ H３２ H３３ H３４ 

生徒数 ５７６ ５４０ ５３２ ５４８ ５４６ ５６８ 

学級数 １６ １６ １６ １６ １６ １６ 

（２）（仮称）第16中学校の生徒数・学級数の将来推計（平成28年 5月1日現在）

年度 
H３１ 

（開校） 
H３２ H３３ H３４ 

生徒数 ３８１ ３８５ ３８２ ３８０ 

学級数 １１ １２ １２ １２ 

（３）分離後の沼ノ端中学校の生徒数・学級数の将来推計（平成28年 5月1日現在）

年度 
H３１ 

（分離） 
H３２ H３３ H３４ 

生徒数 １５１ １６３ １６４ １８８ 

学級数 ６ ６ ６ ６ 

４ 事業スケジュール 

年度 事業内容 

H２８ 

・基本設計 

・住民説明会 

・パブリックコメント 

H２９ 

・実施設計 

・地質調査 

・校名決定 

H３０ 

・校舎建設 

・屋内運動場建設 

・外構（グラウンド、テニスコート、防球フェンス、歩道拡幅等） 

H３１ 
・開校 

・外構（舗装、外柵等） 

２
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５ 建設予定地・通学区域 

（１）建設予定地 

   苫小牧市ウトナイ北2丁目５番（一部ふるさと農園として使用中） 

（２）通学区域 

学校名 区域 

沼ノ端中学校 

※沼ノ端小学校と同一区域 

字柏原、字静川、東開町、沼ノ端中央、字沼ノ端（鉄南地

区）49・52番地 

（仮称）第１６中学校
※ウトナイ小学校と同一区域 

北栄町、ウトナイ北、ウトナイ南、字沼ノ端（鉄北地区）

３
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６ 新築の基本的な考え方

 平成３１年度以降の（仮称）第 16 中学校の生徒数は、平成２８年５月１日現在の推計

によると、ほぼ横ばいで推移している。しかし、校区内の分譲により人口が増加すること

も想定されるため、普通学級数については、開校時には１２学級を想定しているが、現在

工事中のウトナイ小学校増築分も含めた学級増に対応可能な計画とするため、普通教室に

転用可能な特別活動室を６室配置する。 

 その上で新築の基本的な考え方は以下のとおりとする。 

（１）安全安心 

   ・管理諸室は生徒の通学や屋外活動の様子を確認できるように配置し、オートロ

ックやインターホン、防犯カメラを設置する。 

   ・安全な通学動線に配慮した配置計画とする。 

   ・災害時にグラウンドへ避難しやすい計画とする。 

（２）教育環境 

   ・普通教室の採光に配慮する。 

   ・特別支援学級の活動に配慮した配置とする。 

   ・習熟度別授業等のため、バランス良く特別活動室を配置する。 

   ・多様な学習内容・形態に対応できるように特別教室や教育相談室を配置する。 

   ・廊下や水廻りが明るく換気がしやすい計画とする。 

（３）避難所機能等 

   ・屋内運動場の近くに多目的トイレや防災備蓄倉庫を配置する。 

   ・屋内運動場に情報コンセント、電話回線、テレビ端子を設置する。 

   ・福祉のまちづくり条例の誘導的基準に適合させ、障がい者に配慮した計画とす

る。 

４
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７ 計画概要・設計趣旨
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８ 配置計画図
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９ 平面計画図（１階）
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９ 平面計画図（２階、３階）
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１０ 外観イメージ図
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１１ 工程ごとの配置計画図
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